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	 経口抗がん剤カペシタビン錠は、２００３年に手術不能又は再発乳がん（Ａ法）の治療薬として発売されました。その
後２００７年に手術不能又は再発乳がん（Ｂ法）及び結腸がんにおける術後補助化学療法、２００９年には治療切除不能

な進行・再発の結腸・直腸がんの適用が追加されています。進行・再発大腸がんに対する標準治療であるＦＯＬＦＯＸ４

（オキサリプラチン＋５‐ＦＵ＋ロイコボリン）±ベバシズマブ（以下、ＢＶ）療法に対してＸＥＬＯＸ（オキサリプラ

チン＋カペシタビン併用療法）±ＢＶ療法の非劣勢が証明され、ＸＥＬＯＸ±ＢＶ療法が標準療法の一つとなりつつあり、

保険薬局にもＸＥＬＯＸ±ＢＶ療法施行中患者の処方箋が持ち込まれるようになっています。しかし、薬局においてＸＥ

ＬＯＸ±ＢＶ療法施行中の患者に対し、的確な服薬サポートが十分に行なわれていない現状です。	 

今回、東京女子医科大学病院の薬剤師協力の下、女子医大エリア 4 店舗にて、ＸＥＬＯＸ±ＢＶ療法施行中患者に対す

る服薬サポートの方法を検討・実施したので報告いたします。	 

【目的】	 

・ ＸＥＬＯＸ±ＢＶ療法施行中患者に対する服薬サポートの充実化（適正情報提供、有害事象の発見、有害事象に対す
る具体的なアドバイス等）	 

・ 薬薬連携の強化	 
・ 薬局薬剤師のレベルアップ	 
【方法】	 

① ミキ薬局東京女子医科大学病院エリア４店舗の薬剤師へのアンケート調査	 
② 服薬サポートの方法の検討・実施	 
・ 東京女子医科大学病院の外来化学療法担当薬剤師との勉強会の開催	 
・ 薬局薬剤師（担当制）によるカペシタビン処方患者に対するチェックシートを用いた服薬サポートを実施	 
【結果】	 

① ミキ薬局東京女子医科大学病院エリア４店舗の薬剤師へのアンケート結果	 
・ 方法②実施前と実施２ヵ月後のアンケート結果を比較	 
② 服薬サポートの実施	 
・ チェックシートの作成	 
・ 服薬サポートの方法の決定	 
・ 定期的な検討会の開催	 
③チェックシートの有用性の検討	 

【考察】	 

	 薬局薬剤師は処方箋からある程度の治療背景を把握しなくてはなりません。より患者情報を知るためには患者本人から

聞き取る以外に方法がないため、がん患者への服薬サポートにおいては、告知の問題や癌化学療法のレジメンなどを患者

本人から直接聞き取ることは極めて困難であり、的確な服薬サポートの実施が行なわれていませんでした。病院薬剤師か

ら情報を得ることや病院薬剤師へ相談しやすい環境を作ることで薬局薬剤師は自信を持ってサポートすることができるの

ではないでしょうか。また薬局薬剤師がレジメンを理解したうえで服薬サポートを行なうことは、患者様とのコミュニケ

ーションにおいても有効ではないでしょうか。今後、他の経口抗がん剤を含めた薬薬連携の強化・確立を検討していきた

いと考えます。	 


